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７
月
、
あ
じ
ま
わ
い
わ
い
食
堂
は
こ
れ
ま

で
の
最
高
の
利
用
者
数

２
１
３
人
サ
ポ
ー
タ
ー
３
８
人

合
計
２
５
０
人
の
大
記
録
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
小
学
生
６
２
人
。
高
齢
者

６
５
人
で
し
た
。
高
齢
者
は
毎
月
６
０
人

超
え
で
す
。

急
に
暑
く
な
っ
て
き
た
土
曜
日
の
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
。
受
付
は
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
、

子
ど
も
た
ち
は
食
事
提
供
の
順
番
が
来

る
ま
で
、
体
育
室
で
大
は
し
ゃ
ぎ
。
お
も

ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー
も
賑
わ
い
、
学
生
さ
ん
が

見
守
り
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

広
い
体
育
室
な
の
で
、
ボ
ー
ル
遊
び
が

人
気
で
す
。

こ
の
日
は
お
米
を
１
０
升
炊
き
、
カ

レ
ー
を
大
鍋
で
４
杯
作
り
、
全
員
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
き
な
ス
イ
カ
と
キ
ュ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

も
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

め
い
ほ
く
わ
い
わ
い
食
堂
に
は

名
古
屋
大
学
医
学
部
の
研
修

に
ア
メ
リ
カ
か
ら
見
え
たY

elia

さ
ん
と
学
部
生
の
２
名
が
見

学
に
見
え
ま
し
た
。

Y
elia

さ
ん
は
両
親
が
中
国
系

と
い
う
こ
と
で
中
国
語
が
流
暢

で
、
早
速
、
医
療
生
協
の
市
川

さ
ん
が
、
中
国
語
で
挨
拶
を
交

わ
し
て
、
小
さ
な
国
際
交
流
の

場
に
な
り
ま
し
た
。
（市
川
さ

ん
は
中
国
語
ペ
ラ
ペ
ラ
で
す
。
）

めいほく
わいわい
食堂
の様子

あじまわいわい食堂記録更新中！
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上
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フ
ー
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酷
暑

の
た
め
お
休
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い
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だ
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ま
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ご
了
承
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さ
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ま

せ
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さよならお元気で！
そしてありがとう
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北
病
院
で
の
一
日
医
師
体
験
の
際
に
、
子
ど

も
食
堂
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
く

だ
さ
り
興
味
を
持
っ
た
の
で
今
回
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
中
、
実
際
に
目

で
見
て
肌
で
感
じ
て
こ
そ
わ
か
る
こ
と
が
体

験
で
き
と
て
も
貴
重
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
間
の
繋
が
り
が
減
っ

て
き
て
い
る
今
こ
の
よ
う
な
交
流
の
場
は
と

て
も
大
切
だ
と
感
じ
、
年
代
性
別
関
係
な
く

楽
し
い
雰
囲
気
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
子
ど
も
食
堂
の
成
り
立
ち
や
歴
史
な
ど

も
教
え
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
食
堂
が
た
く

さ
ん
の
課
題
を
解
決
す
る
役
割
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
で
き
、
も
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

桜
台
高
校

２
年

服
部

眞
季

子ども食堂
10周年記念講演会 子ども食堂１０周年講演会 ８４人の参加

２０２６年６月２７日
今池ガスビルダイヤモンドルームにて

前日か台風襲来の警戒情報が流され、開催が危
ぶまれましたが、藤原先生が前日に名古屋に来て
くださり、台風も少しそれたおかげで無事に開会で

きました。。

当日、裏方でお手伝いしていただいた
中京大学現代社会学部の成ゼミ生によ
る講演まとめと感想録です。

藤原辰史先生の講演：食は単なる生命線維持の手段
ではなく人と人、人と地域・自然と社会とを結び付けつ
ける重要な営みとして考え直すことの大切さが示され、
特に印象に残ったのは「縁食」という考え方である。
子ども食堂では参加者全員が交流する必要はなく、
静かに食事をする人も含め、多様なかかわり方を認め
る点に価値がある。また、食は市場によって商品化され
る一方で政治や権力とも深く関係していることが説明さ
れた。
さらに、給食や子ども食堂は単なる食事の提供では
なく、地域の自然や生産者とのつながりを学ぶ場でもあ
る。
現代社会では人間関係の希薄化や食の商品化がすす
んでいるが、縁食のような場は、弱いつながりを積みか
さねながら地域社会の再構築する可能性がある。
食を家族に閉じ込めず、市場と政治権力から解放す
る運動を。 中京大 ３年生 内藤

講演では様々な視点からの食に
ついて学ぶことができました。
食に権力があるという話や武器
になるという話がとてもおもしろい
なと思いました。
また、子ども食堂を社会運動につ
なげるという話が、これからの子
ども食堂としての新しい時代を感
じました。

中京大 ３年生 阿利

猛暑の日々
お見舞い
申し上げます。
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